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当　行　の　概　要

取締役頭取（平成30年９月30日現在）

も　　く　　じ

ごあいさつ　当行の概要
経営方針・中期経営計画
Ｑ　Ａ（当行をより深く知っていただくために）
　Ｑ平成30年9月期の業績はどうだったの？
　Ｑ損益の状況は？
　Ｑ自己資本比率はどのくらいなの？
　Ｑ不良債権の状況は？
　Ｑ中間財務諸表は？
　Ｑ金融仲介機能の発揮のためにどのように取組んでいるの？
　Ｑ中小企業の経営改善のためにどのように取組んでいるの？
　Ｑ地域の活性化のためにどのように取組んでいるの？

（本業を通じた地域の活性化）
（地域の皆さまの豊かなくらしのお手伝い）

　Ｑ社会貢献にはどのように取組んでいるの？
　Ｑ金融犯罪防止への取組みは？
役員・株式のご案内

P   1
P   2

P   3
P   5
P   6
P   7
P   9
P 11
P 13

P 14
P 15
P 16
P 17
P 18

この街で ごいっしょに

創 立
商 号

本店所在地
資 本 金
預 金
貸 出 金
従 業 員
店 舗 数
株 式 上 場

昭和26年６月
株式会社福岡中央銀行
（THE  FUKUOKA  CHUO  BANK，LTD.）
福岡市中央区大名二丁目12番１号
25億円
4,822億円（譲渡性預金を含む）
3,705億円
498名（男性327名、女性171名）
41店舗（本支店39・出張所２）
福岡証券取引所（昭和43年３月）

　皆さま方には、平素より私ども福岡中央銀行を格別に 
お引き立ていただきまして誠にありがとうございます。
　当行は福岡県内を営業地盤とし、地域社会とともに発
展することを経営理念に掲げ、地域金融機関としての使
命を果たすとともに、堅実経営のもと着実に業容を拡大
してまいりました。
　これもひとえに、皆さま方の永年にわたるご支援の賜
と心から感謝いたしております。
　私ども福岡中央銀行は「この街でごいっしょに」の精
神のもと、地域の皆さまとのふれあいを大切に、さらに、
地域になくてはならない銀行をめざして、役職員一同、
総力を結集してまいります。
　今後とも一層のご支援・ご愛顧を賜りますようお願い
申し上げます。
　この「ミニディスクロージャー誌・第98期　営業の
中間ご報告」が皆さま方に、当行をより深くご理解いた
だくためのご参考になれば幸いに存じます。

ごあいさつ

平成30年12月
福岡中央銀行 本店

【経営方針】

経営方針・中期経営計画

【中期経営計画】
〈計画期間〉
平成30年４月から平成33年３月まで
〈基本方針〉
１．地元中小企業のニーズに寄り添ったサービスを
提供し、共に喜び、共に発展する

２．営業基盤の拡大と生産性の向上により、収益力
を強化する

３．人材の育成と適正な評価により、活気ある組織
づくりを行う

４．コンプライアンスの遵守とガバナンスの強化に
より、地元で一番信頼される銀行を目指す

〈主要施策〉
１．顧客本位の商品、サービスの提供による顧客満
足度の向上

２．地元中小企業に特化した営業基盤の拡充　
３．役務収益の増強　
４．業務の合理化・効率化による生産性の向上
５．職階に応じた人材育成と適正な評価体系の構築
６．コンプライアンス遵守のカルチャー醸成と経営
管理態勢の強化

　当行は、「福岡県内を営業地盤に中小企業専門金融

機関としての使命と役割に徹し、地域社会とともに発

展する」ことを経営理念に掲げ、特に、中・小規模の

企業・事業所と個人のお客さまを中心に中・小口取引

に特化した営業活動を展開しております。

　平成30年４月から、向こう３年間における新しい

中期経営計画『行動の原点は、中小企業専門金融機関』

をスタートさせております。本計画では、前中期経営

計画で目指した将来像と理念を踏襲しつつ、当行の強

みを生かしたビジネスモデルを更に進化させること

で、お客さまとの信頼関係を強化し、共に成長してい

く３年間と位置付けております。

　また、これまで以上にお客さまのニーズに寄り添っ

た金融サービスを提供することで、当行の本質的価値

や競争力を高め、地域から信頼され選ばれ続ける銀行

となるために、４つの基本方針「地元中小企業のニー

ズに寄り添ったサービスを提供し、共に喜び、共に発

展する」、「営業基盤の拡大と生産性の向上により、収

益力を強化する」、「人材の育成と適正な評価により、

活気ある組織づくりを行う」、「コンプライアンスの遵

守とガバナンスの強化により、地元で一番信頼される

銀行を目指す」を定めております。

　この「中期経営計画」における諸施策の着実な遂行

により、今後とも地域の中小企業及び個人の皆さまに

とって、なくてはならない「この街でごいっしょに」

の地域金融機関を目指し、役職員一致協力して努力し

てまいります。
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銀行を目指す」を定めております。
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により、今後とも地域の中小企業及び個人の皆さまに

とって、なくてはならない「この街でごいっしょに」

の地域金融機関を目指し、役職員一致協力して努力し

てまいります。
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平成30年9月期の業績はどうだったの？

A おかげさまで、預金・預り資産ともに残高が増加しております。 A 貸出金もお取引先の資金需要にお応えした結果、順調に推移しております。

Q

3 4

　当行は“地元に親しまれ、信頼される銀行”を目指して、地域の皆さまの資金需要に対して積極的に取組んでま
いりました。特に、地元中小企業および個人の皆さまの資金需要に最大限お応えした結果、中小企業等向け貸出
金残高は、前年同期比で56億円増加して3,424億円となり、貸出金残高全体に占める比率は92.42％になり
ました。
　今後も引き続き地域金融機関として地域社会の発展に貢献していきたいと考えております。

　預金残高は、前年同期比で14億円増加して4，822億円となりました。

預金

預かり資産

（預金には譲渡性預金を含む） （中小企業等向け貸出金には個人向け貸出金を含む）
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貸出金残高の推移預金残高の推移

（単位：億円）

　貸出金残高は、前年同期比で48億円増加して3，705億円となりました。
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　預かり資産残高は、前年同期比で10億円増加して437億円となりました。
　当行では、お客さまの多様化する資産運用ニーズなどにお応えするために、投資信託、公共債、個人年金
保険等さまざまな金融商品のご提供を行っております。
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損益の状況は？

堅実経営に徹し、毎期確実に利益を計上しております。

損益状況

A
Q

5

　コア業務純益は、前年同期比で37百万円増加して6億49百万円となりました。
　経常利益は、5億12百万円となりました。
　中間純利益は、2億90百万円となりました。
　当行は昭和26年創立以来67年間黒字決算を続けております。

用語の
ご説明

コ ア 業 務 純 益

経　常　利　益

中間（当期）純利益

預金や貸出金、為替業務などであげた利益（業務純益）から一時的な変動要因を除いた、銀行の本来業務
での利益です。
銀行が本業を含めて普段行っている継続的な活動から得られる利益です。

経常利益に特別損益と税金等を加減算した最終的な利益です。

コア業務純益
2,000
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1,000

500

0

（単位：百万円）

経常利益・中間（当期）純利益 経常利益　　中間（当期）純利益

コア業務純益

（単位：百万円）

平成30年9月期
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平成29年9月期平成28年9月期
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420 269
平成29年9月期 平成30年3月期

自己資本比率はどのくらいなの？

国内基準4％を大きく上回る7.40％です。

自己資本比率

用語の
ご説明

（単位：％）

信用リスク・アセット（総資産のうち、貸し倒れの可能性がある資産）等に対して資本金などの自己資本
がどれくらいあるかを示す指標です。自 己 資 本 比 率

自己資本比率

A
Q

自己資本比率

法律で定められている4％の1.85倍

国内基準４％

10

8

6

2

0

7.407.75

平成30年9月期平成30年3月期平成28年9月期

7.577.82

平成29年9月期平成29年3月期
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1,000

500

0

平成29年3月期

平成29年3月期

　銀行の安全性・健全性を示す最も代表的な指標が自己資本比率です。
　自己資本比率は国内のみで営業している銀行の場合、国内基準である4％以上の確保が求められておりま
す。
　平成30年９月期においては、バーゼルⅢにおける自己資本比率規制の段階適用による影響や、貸出金が
順調に伸びたことに伴うリスク・アセットの増加により前年同期比0.35ポイント低下し7.40％となりまし
たが、当行の自己資本比率は国内基準4％を大きく上回っており、高い安全性を維持しております。
　今後も収益力を高め内部留保を積み上げることにより、自己資本の充実を図ってまいります。

7.28
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8

破産更生債権および
これらに準ずる債権

【金融再生法開示債権の定義】

危 険 債 権

要 管 理 債 権

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者
に対する債権およびこれらに準ずる債権。

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経営成績が悪化し、契約に従った債
権の元本の回収および利息の受取りができない可能性の高い債権。

3ヵ月以上延滞債権および貸出条件緩和債権。

金融再生法開示基準による不良債権額および不良債権比率の推移

用語の
ご説明

7

不良債権の状況は？

厳格な資産査定と適切な保全・引当で、資産の健全性維持に努めております。

不良債権
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Q
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（単位：％）（単位：百万円）
　不良債権比率要管理債権危険債権破産更生債権およびこれらに準ずる債権

金融再生法開示債権の保全内訳（平成30年９月期） （単位：百万円）

破産更生債権および
これらに準ずる債権 危    険    債    権平　　成　　30　　年　　9　　月　　30　　日

開　　示　　債　　権　　額

開示額に対する保全率（D÷A）

要  管  理  債  権 合　　　　　　計

保　　　　　全　　　　　額

対象債権に対する
貸 倒 引 当 金
担保・保証等による
保 全 額

（D＝B＋C）

（C）

（B）

（A）

金融再生法開示債権の状況（平成30年9月期） 金融再生法開示債権の保全状況（平成30年9月期）

　平成30年９月期の金融再生法開示基準による当行の不良債権額は141億29百万円、不良債権比率は
3.80％となりました。

　当行は、堅実経営をモットーに信用リスクの管理強化に努め、また「金融検査マニュアル」で示された、
資産査定、引当基準の考え方を踏まえ、自己責任に基づき、かつ外部監査人との合意のもと、十分な貸倒
引当金の繰入を実施しております。不良債権に対しての担保・保証等や貸倒引当金による保全率は
93.38％で、残りの部分に対しても自己資本での対応が十分可能です。
　今後も皆さま方の資金需要にお応えしながらも、審査、リスク管理を徹底しながら、資産の健全性維持
に努めてまいります。

不
良
債
権

平成30年9月期

不
良
債
権

平成30年３月期
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破産更生債権および
これらに準ずる債権

1.99％

危険債権
1.39％ 要管理債権

0.42％

総与信額
（370,910百万円）

未保全部分
6.62％

正常債権
96.20％（356,780百万円）

14,129
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不
良
債
権
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不
良
債
権
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金　　　　額

（平成30年9月30日現在）
中間貸借対照表中間貸借対照表中間貸借対照表

（単位：百万円）（単位：百万円）

中間株主資本等変動計算書  中 間 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書  中 間 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

金　　　　額

（平成30年4月1日から平成30年9月30日まで） （平成30年4月1日から平成30年9月30日まで）
中間損益計算書  中 間 損 益 計 算 書  中 間 損 益 計 算 書

経 常 収 益

資 産 運 用 収 益

（う ち 貸 出 金 利 息 ）

（うち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 ）

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

（う ち 預 金 利 息 ）

役 務 取 引 等 費 用

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 損 失

固 定 資 産 処 分 損

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

中 間 純 利 益

4,904

4,038

3,433

593

507

3

354

4,391

125

123

527

3,193

546

512

3

3

508

202

15

218

290

科　　　　　　目 科　　　　　　目
資 産 の 部
現 金 預 け 金
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
そ の 他 の 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
前 払 年 金 費 用
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
資 産 の 部 合 計
負 債 の 部
預 金
譲 渡 性 預 金
債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金
そ の 他 負 債
未 払 法 人 税 等
リ ー ス 債 務
資 産 除 去 債 務
そ の 他 の 負 債
役 員 退 職 慰 労 引 当 金
睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金
繰 延 税 金 負 債
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計
純 資 産 の 部
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金
別 途 積 立 金
繰 越 利 益 剰 余 金

自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金
土 地 再 評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計
純 資 産 の 部 合 計
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

50,027
89,096
370,518

187
5,062
5,062
13,534
602

1,682
179

△ 4,277
526,613

473,786
8,485
10,383
1,841
198
22
10

1,610
205
148
875

1,878
179

497,784

2,500
1,203
1,203
17,324
1,396
15,928
526

14,825
576

△ 125
20,902
3,673
4,253
7,927
28,829
526,613

（単位：百万円）

資本金

資本剰余金

資本準備金 利益準備金 固定資産
圧縮積立金 別途積立金

その他利益剰余金
利　益　剰　余　金

株　　　主　　　資　　　本

繰越利益
剰余金

利益剰余金
合計

自己株式 株主資本
合計

2,500

－

2,500

1,203

－

1,203

1,396

－

1,396

528

△ 2

△ 2

526

14,125

700

700

14,825

1,052

△ 67

290

2

△ 700

△ 475

576

17,102

△ 67

290

－

－

222

17,324

△ 125

△ 0

△ 0

△ 125

20,680

△ 67

290

△ 0

－

－

222

20,902

当 期 首 残 高

当 中 間 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当

中 間 純 利 益

自 己 株 式 の 取 得

固定資産圧縮積立金の取崩

別途積立金の積立

当中間期変動額合計

当 中 間 期 末 残 高

評価・換算差額等

純資産合計評価・換算
差額金合計

土地再評価
差額金

その他
有価証券
評価差額金
3,963

△ 290

△ 290

3,673

4,253

－

－

4,253

8,217

△ 290

△ 290

7,927

28,898

△ 67

290

△ 0

－

－

△ 290

△ 68

28,829

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純額）

当 期 首 残 高

当 中 間 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当

中 間 純 利 益

自 己 株 式 の 取 得

固定資産圧縮積立金の取崩

別途積立金の積立

当中間期変動額合計

当 中 間 期 末 残 高

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純額）
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金融仲介機能の発揮のためにどのように取組んでいるの？Q
A 金融仲介機能のベンチマークを積極的に活用し、中小企業や個人事業主のお客さまの

成長・発展、地域経済の活性化に貢献しております。

当行の取組み方針について

　当行では、平成28年９月に金融庁が公表した「金融仲介機能のベンチマーク（以下、ベンチマークという。）」
を積極的に活用し、中小企業や個人事業主のお客さまのニーズや経営課題に対応した適切な解決策をご提案
することで、地域金融機関としての金融仲介機能を十分発揮し、お客さまの成長・発展、地域経済の活性化に
貢献しております。

福岡県

お客さま

用語の
ご説明

金融機関の経営理念や事業戦略等において掲げる金融仲介機能の発揮について、自らの
取組み状況の進捗状況や課題等を、客観的に評価するための指標のことです。

金融仲介機能の
ベンチマーク

全貸出金（Ａ）
中小企業等向け貸出金（Ｂ）
　　うち中小企業向け貸出金（Ｃ）
中小企業等向け貸出比率（Ｂ／Ａ）
　　うち中小企業向け貸出比率（Ｃ／Ａ）

平成29年3月末 平成30年3月末

3,744億円
3,452億円
2,748億円
92.19%
73.41%

25,939先
25,911先
12,695先
99.89%
48.94%

3,679億円
3,378億円
2,681億円
91.83%
72.86%

26,401先
26,369先
13,233先
99.87%
50.12%

貸出残高貸出先数貸出残高貸出先数

◆中小企業等向け貸出比率…全貸出金に占める中小企業、個人自営業者及び個人に対する貸出金の割合
◆中小企業向け貸出比率…全貸出金に占める中小企業及び個人自営業者に対する貸出金の割合で、上記の中小企業等向け貸出比率より個人ロー
　　　　　　　　　　　　ンを除いたもの

Ｍ＆Ａ支援先数 48先 59先
平成29年3月末 平成30年3月末

事業承継支援先数 52先 40先

　地元中小企業や個人の皆さまのパートナーとして、地域社会の発展に努めております。

　後継者問題等の課題や事業拡大ニーズを有する中小企業や個人事業主のお客さまに対し、外部専門家や外部
機関と連携しながら事業承継支援やM&A支援を行っております。

　当行は地域社会とともに発展することを経営理念とし、全営業店を福岡県内に配して、中小企業専門金融機
関としての使命と役割を果たすことを常に心がけた業務運営を行っております。

全取引先数
地域別の取引先数の推移 12,559先 173先13,099先 178先12,919先 155先

地元
福岡県

地元外
福岡県外

地元
福岡県

地元外
福岡県外

地元
福岡県

地元外
福岡県外

13,277先13,074先 12,732先

平成29年3月期平成28年3月期 平成30年3月期

◆全取引先…地方公共団体・アパートローンを含む法人・個人の事業所先
◆地元・地元外…当行の営業地盤である福岡県内での取引先を地元、福岡県外での取引先を地元外としてカウント

地域へのコミットメント・地域企業とのリレーション

企業のライフステージに応じたソリューションの提供

中小企業専門金融機関としての取組み



1211

金
融
仲
介

の
取
組
み

金
融
仲
介

の
取
組
み

金融仲介機能の発揮のためにどのように取組んでいるの？Q
A 金融仲介機能のベンチマークを積極的に活用し、中小企業や個人事業主のお客さまの

成長・発展、地域経済の活性化に貢献しております。

当行の取組み方針について

　当行では、平成28年９月に金融庁が公表した「金融仲介機能のベンチマーク（以下、ベンチマークという。）」
を積極的に活用し、中小企業や個人事業主のお客さまのニーズや経営課題に対応した適切な解決策をご提案
することで、地域金融機関としての金融仲介機能を十分発揮し、お客さまの成長・発展、地域経済の活性化に
貢献しております。

福岡県

お客さま

用語の
ご説明

金融機関の経営理念や事業戦略等において掲げる金融仲介機能の発揮について、自らの
取組み状況の進捗状況や課題等を、客観的に評価するための指標のことです。

金融仲介機能の
ベンチマーク

全貸出金（Ａ）
中小企業等向け貸出金（Ｂ）
　　うち中小企業向け貸出金（Ｃ）
中小企業等向け貸出比率（Ｂ／Ａ）
　　うち中小企業向け貸出比率（Ｃ／Ａ）

平成29年3月末 平成30年3月末

3,744億円
3,452億円
2,748億円
92.19%
73.41%

25,939先
25,911先
12,695先
99.89%
48.94%

3,679億円
3,378億円
2,681億円
91.83%
72.86%

26,401先
26,369先
13,233先
99.87%
50.12%

貸出残高貸出先数貸出残高貸出先数

◆中小企業等向け貸出比率…全貸出金に占める中小企業、個人自営業者及び個人に対する貸出金の割合
◆中小企業向け貸出比率…全貸出金に占める中小企業及び個人自営業者に対する貸出金の割合で、上記の中小企業等向け貸出比率より個人ロー
　　　　　　　　　　　　ンを除いたもの

Ｍ＆Ａ支援先数 48先 59先
平成29年3月末 平成30年3月末

事業承継支援先数 52先 40先

　地元中小企業や個人の皆さまのパートナーとして、地域社会の発展に努めております。

　後継者問題等の課題や事業拡大ニーズを有する中小企業や個人事業主のお客さまに対し、外部専門家や外部
機関と連携しながら事業承継支援やM&A支援を行っております。

　当行は地域社会とともに発展することを経営理念とし、全営業店を福岡県内に配して、中小企業専門金融機
関としての使命と役割を果たすことを常に心がけた業務運営を行っております。

全取引先数
地域別の取引先数の推移 12,559先 173先13,099先 178先12,919先 155先

地元
福岡県
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企業のライフステージに応じたソリューションの提供

中小企業専門金融機関としての取組み



13 14

経
営
支
援

地
域
の
活
性
化

中小企業の経営改善のためにどのように取組んでいるの？Q

中小企業の経営支援体制整備の概要

連携支援

連携支援

経営支援

ニーズ

（ヒアリング）

情報共有情報共有
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【本部】

ビジネスサポート部

プラン策定プラン策定
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融資統括部
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・
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会

取
締
役
会
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支
援
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この街で ごいっしょに

経営支援サポート

情報

福岡県

お客さま

営
業
店

外部専門家

外部機関
（税理士・弁護士・中小企業診断士など）

（地方公共団体・商工会議所・中小企業再生支援協議会・認定経営革新等支援機関など）

　当行はかねてより、地域の中小企業や個人事業主のお客さまに対して積極的な経営支援を行ってまいりまし
た。その支援を、よりきめ細かに、またより一層充実させるため、平成28年４月に融資統括部内に「事業性評
価室」を設置いたしました。お客さまの事業内容や成長可能性を適切に評価する「事業性評価」への取組み
を推進するとともに、本部・営業店が一体となり、外部専門家や外部機関とも連携を図りながら、お客さまを
最大限サポートする態勢の強化に努めております。

A 「事業性評価」への取組みを推進し、お客さまを最大限サポートしております。

地域の活性化のためにどのように取組んでいるの？Q （本業を通じた地域の活性化）

1 個人預金残高の比率

個人預金残高の比率（譲渡性預金を含む）

　個人預金残高は3,303億円であり、預金残高
全体に占める比率は68.49％となっております。

中小企業等向け貸出金残高の比率
（個人向け貸出金含む）

2 中小企業等向け貸出金残高の比率

大企業・その他向け
280億円（7.58％）

中小企業等向け
3,424億円（92.42％）

　中小企業等向け貸出金残高は3,424億円で
あり、貸出金残高全体に占める比率は 92.42％
となっております。

貸出金残高
3,705億円

法人・その他
1,519億円（31.51％）

個　人
3,303億円（68.49％）

預金残高
4,822億円

預金は個人のお客さま、
貸出金は地元中小企業等向けが中心です。

A
（平成30年９月30日現在）

2 「次世代育成支援型住宅ローン」の取扱い
　新婚家庭および子どもを育てる家庭向けに金
利負担を軽減した住宅ローン「次世代育成支援
型住宅ローン」の取扱いをしております。
　また、「エコ住宅ローン」（本誌16ページに記
載）との組合せにより、さらに金利の引下げをい
たします。
● 
● 

「次世代育成支援型住宅ローン」
『ようこそ新婚さん』
● 『すこやかファミリー』

 （受付：月曜日から金曜日　午前9時～午後5時　銀行休業日を除きます）
TEL 092－751－4667

お近くの窓口もしくは●  お問合せ先
フリーダイヤル 0120－675－430営業統括部

1 「講演会」「交歓会」の開催による地域の
　 皆さまへの経済活動の促進と交流に貢献
　毎年１月には著名人、有識者をお招きし、政
治・経済・社会等の幅広いテーマで講演会を行
っております。また、地域の企業や個人の皆さ
まの交流に貢献するために交歓会も開催してお
ります。

地域の活性化につながる多様なサービスを
ご提供しております。

A
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たします。
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創業支援や中小企業の経営支援を行っております。

1 創業支援
　外部専門家や外部機関と連携し、創業前の準
備段階から創業時の資金調達、創業後のフォロ
ーまで一貫して行っております。

　以下が主なサポート内容となっております。
　　１．創業資金支援　　
　　２．事業計画策定支援
　　３．創業者へのセミナー・個別相談会開催
　　４．創業後のフォローアップ体制

　創業を予定している方を対象に、創業に必要
な基礎知識の習得や資金調達方法についてのセ
ミナーを開催しております。

A
（地域の皆さまの豊かなくらしのお手伝い）

　次世代経営者や事業承継予定者および若手経
営者を対象に講演会や勉強会、懇親会を開催し、
経営者の育成支援や企業間交流、事業発展のお
手伝いをしております。
•お問合せ先　ビジネスサポート部

2 「MUSBO元気塾」「経営者育成塾」による
　 次世代経営者の育成支援

3 「ふくちゅうぎん経営塾21WEB倶楽部」で
　 事業発展のお手伝い
　当倶楽部は、経営者・事業後継者および企業
経営のノウハウを修得したいと考えている方々
に、インターネットを活用して、日常の経営実
務に役立ち、ビジネスチャンスに直結する様々
な情報をタイムリーにご提供し、事業発展のお
手伝いをしております。
•お問合せ先　ビジネスサポート部

地域の活性化のためにどのように取組んでいるの？Q

お近くの窓口もしくは●  お問合せ先

 （受付：月曜日から金曜日　午前9時～午後5時　銀行休業日を除きます）
TEL 092－751－4532ビジネスサポート部

● 『スタートアップ支援のご案内』

● 『創業応援セミナー』の開催

環境問題に配慮するとともに、福祉施設への寄付を行っております。A

地域金融機関として、環境問題への配慮や福祉施設への寄付を行っております。

3 クレジット一体型ICキャッシュカード
　「MUSBOカード」の収益金の一部を寄付
　「MUSBOカード」のコンセプトは絆を「結
ぼ！」です。そのためお客さまとの結びつきに
とどまらず、MUSBOカードを通じて社会貢献
に参画し、社会との結びつきを深めたいと思
い、カードからの収益金の一部を在宅心身障が
い児（者）療育訓練施設「やすらぎ荘」に寄付い
たしました。

1 環境配慮型住宅に対する住宅ローンの
　 金利負担を軽減
　環境配慮型住宅の新築・購入・増改築および
借換をされるお客さまを対象に、当行取扱いの
住宅ローンより金利を引き下げる「エコ住宅ロー
ン」の取扱いをしております。
　また「次世代育成支援型住宅ローン」（本誌
14 ページに掲載）との組合せにより、さらに金
利の引下げをいたします。

社会貢献にはどのように取組んでいるの？Q

●「エコ住宅ローン」
　●『オール電化住宅ローン』
　●『ホットメリット住宅ローン』

お近くの窓口もしくは●  お問合せ先

 （受付：月曜日から金曜日　午前9時～午後5時　銀行休業日を除きます）
TEL 092－751－4667

フリーダイヤル 0120－675－430営業統括部

2 人や環境に配慮した通帳の取扱い
　当行のマスコットキャラクターMUSBOと
MUSBOフレンズを登場させ、視覚障がいのあ
るお客さまや高齢のお客さまに配慮したユニバー
サルデザイン通帳を採用しております。
　また素材は、表紙に紙クロスを採用することで
リサイクル適正や廃棄適正を向上させ、植物由
来のインキを使用した環境にも配慮した通帳で
す。

MUSBOカード
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監　 査　 役   （非常勤）

監 　査 　役   （非常勤）

監 　査 　役   （非常勤）

取 締 役 頭 取
（ 代 表 取 締 役 ）

専 務 取 締 役
（ 代 表 取 締 役 ）

（平成３０年１０月１日現在）

（注）

事　業　年　度 毎年４月１日から翌年３月３１日まで 1.

定時株主総会 毎年６月 2.

基　　準　　日

毎年３月３１日
毎年３月３１日
毎年９月３０日

定時株主総会
期　末　配　当
中　間　配　当

 3.

公  告  の  方  法

【お知らせ】

 5.

株主名簿管理人・連絡先 4.

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

同　連　絡　先
　　  （連絡先）

　　  （郵送先）

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱U F J 信託銀行株式会社

〒１８３-００４４
東京都府中市日鋼町 1 - 1
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部
電話　０１２０-２３２-７１１（通話料無料）
〒１３７-８０８１
新東京郵便局私書箱第 2 9 号
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部

取締役倉富純男氏および林田スマ氏は、社外取締役
であります。
監査役鎮西正直氏、行正晴實氏および米倉和久氏は、
社外監査役であります。

電子公告により当行ホームページに掲載し
ます。
（https://www.fukuokachuo-bank.co.jp）
ただし、事故その他やむを得ない事由が生
じたときは、日本経済新聞および福岡市に
おいて発行する西日本新聞に掲載します。

・住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方法の指定等
につきましては、証券会社をご利用の株主さまは、お取引の証券
会社へ、証券会社をご利用でない株主さまは、特別口座の口座管
理機関である三菱UFJ信託銀行へお申出ください。
・特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せく
ださい。
・未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支
払いいたします。

役員・株式のご案内

●　役員のご案内　● ●　株式のご案内　●

林 田 ス マ
（本名　平田 スマ）

安心してお取引いただくために、お客さまに注意喚起を行うとともに、
さまざまな対策に取組んでおります。

A
1 インターネットバンキングによる不正送金への対応

　当行は、インターネットバンキングによる不正送
金への防止対策として、一度限り有効な「ワンタイ
ムパスワード」を導入するとともに、振込時に電子
メールにてお客さまにご連絡する等安全性を高めて
おります。
　また、不正送金対策ソフト（Fish Wall）を無料
で配布しております。

セキュリティ強化への取組み● 

金融犯罪防止への取組みは？Q

3 キャッシュカード・通帳の偽造・盗難への対応

月曜日から金曜日　午前9時～午後5時
お取引店または当行本支店
（電話番号は裏表紙「店舗・ATMのご案内」をご覧ください）
銀行休業日および上記以外の時間帯
福岡中央銀行CD監視センター

●

●

カード・通帳・印鑑等をなくされた時のご連絡先

TEL  092－751－5036

月曜日から金曜日　午前9時～午後5時
お取引店または当行本支店
（電話番号は裏表紙「店舗・ATMのご案内」をご覧ください）
銀行休業日および上記以外の時間帯
福岡中央銀行CD監視センター

●

●

被害にあわれた時のご連絡先

TEL  092－751－5036

2 ニセ電話詐欺への対応
　（振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺）

・電話、郵便等により高額の現金を預金口座等に
「振り込め」というものについては、「すぐに振り
込まない。一人で振り込まない。」でください。
・電話を切った後、必ず本人やその家族、勤務先等
と連絡を取り、事実を確認しましょう。

被害にあわないために● 

　ＡＴＭの画面に覗き見防止の遮光フィルムを貼
付し、後方確認ミラーも設置しております。
　またお客さまご自身が、ＡＴＭで暗証番号や 1日
1 口座あたりのご利用限度額を変更いただけま
す。その際、生年月日など類推されやすい暗証番
号の登録を制限しております。

ＡＴＭのセキュリティ強化● 

・キャッシュカード、通帳の保管にご注意ください。
・暗証番号は、他人に類推されやすい番号を避け、
定期的に変更されることをお勧めします。

被害にあわないために● 

　万一、被害にあわれたとき
　直ちに警察と振込先の金融機関へご連絡し、振り
込んだ預金口座の利用停止を求めてください。
　被害にあわれ、当行の口座に振り込みをされた方
は下記までお申し出ください。

（受付：月曜日から金曜日　午前9時～午後5時
　　　  ただし、銀行休業日を除きます）

振り込め詐欺救済法による被害金返還請求
などに関するお問合せ先
事務部　TEL  092－751－4470

　〈お客さまに、講じていただくセキュリティ対策〉
①当行が導入しているセキュリティ対策を実施す
る（ワンタイムパスワード等）
②ＯＳやブラウザ等、インストールされているソフ
トを最新の状態に更新する　
③メーカーのサポート期限が経過したソフトの使用
を停止する
④セキュリティ対策ソフトを導入するとともに、最
新の状態へ更新する
⑤パスワード類は厳重に管理し、定期的に変更する

被害にあわないために（お客さまへの注意喚起）● 

　窓口で振込依頼を受付した際などに、お客さまへ
ニセ電話詐欺被害防止のための声掛け、心配りを徹
底しております。また、警察と連携した取組みとして、
高額の現金を持ち帰られるお客さまに対しては、ア
ンケートを用いて聞き取りを行うなど、被害発生防
止に努めております。

被害防止のための声掛け、心配り● 
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取 締 役 頭 取
（ 代 表 取 締 役 ）

専 務 取 締 役
（ 代 表 取 締 役 ）

（平成３０年１０月１日現在）
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定時株主総会 毎年６月 2.

基　　準　　日

毎年３月３１日
毎年３月３１日
毎年９月３０日

定時株主総会
期　末　配　当
中　間　配　当

 3.

公  告  の  方  法

【お知らせ】

 5.

株主名簿管理人・連絡先 4.

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

同　連　絡　先
　　  （連絡先）

　　  （郵送先）

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱U F J 信託銀行株式会社

〒１８３-００４４
東京都府中市日鋼町 1 - 1
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部
電話　０１２０-２３２-７１１（通話料無料）
〒１３７-８０８１
新東京郵便局私書箱第 2 9 号
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部

取締役倉富純男氏および林田スマ氏は、社外取締役
であります。
監査役鎮西正直氏、行正晴實氏および米倉和久氏は、
社外監査役であります。

電子公告により当行ホームページに掲載し
ます。
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ただし、事故その他やむを得ない事由が生
じたときは、日本経済新聞および福岡市に
おいて発行する西日本新聞に掲載します。

・住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方法の指定等
につきましては、証券会社をご利用の株主さまは、お取引の証券
会社へ、証券会社をご利用でない株主さまは、特別口座の口座管
理機関である三菱UFJ信託銀行へお申出ください。
・特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せく
ださい。
・未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支
払いいたします。

役員・株式のご案内

●　役員のご案内　● ●　株式のご案内　●

林 田 ス マ
（本名　平田 スマ）

安心してお取引いただくために、お客さまに注意喚起を行うとともに、
さまざまな対策に取組んでおります。

A
1 インターネットバンキングによる不正送金への対応

　当行は、インターネットバンキングによる不正送
金への防止対策として、一度限り有効な「ワンタイ
ムパスワード」を導入するとともに、振込時に電子
メールにてお客さまにご連絡する等安全性を高めて
おります。
　また、不正送金対策ソフト（Fish Wall）を無料
で配布しております。

セキュリティ強化への取組み● 

金融犯罪防止への取組みは？Q

3 キャッシュカード・通帳の偽造・盗難への対応

月曜日から金曜日　午前9時～午後5時
お取引店または当行本支店
（電話番号は裏表紙「店舗・ATMのご案内」をご覧ください）
銀行休業日および上記以外の時間帯
福岡中央銀行CD監視センター

●

●

カード・通帳・印鑑等をなくされた時のご連絡先

TEL  092－751－5036

月曜日から金曜日　午前9時～午後5時
お取引店または当行本支店
（電話番号は裏表紙「店舗・ATMのご案内」をご覧ください）
銀行休業日および上記以外の時間帯
福岡中央銀行CD監視センター

●

●

被害にあわれた時のご連絡先

TEL  092－751－5036

2 ニセ電話詐欺への対応
　（振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺）

・電話、郵便等により高額の現金を預金口座等に
「振り込め」というものについては、「すぐに振り
込まない。一人で振り込まない。」でください。
・電話を切った後、必ず本人やその家族、勤務先等
と連絡を取り、事実を確認しましょう。

被害にあわないために● 

　ＡＴＭの画面に覗き見防止の遮光フィルムを貼
付し、後方確認ミラーも設置しております。
　またお客さまご自身が、ＡＴＭで暗証番号や 1日
1 口座あたりのご利用限度額を変更いただけま
す。その際、生年月日など類推されやすい暗証番
号の登録を制限しております。

ＡＴＭのセキュリティ強化● 

・キャッシュカード、通帳の保管にご注意ください。
・暗証番号は、他人に類推されやすい番号を避け、
定期的に変更されることをお勧めします。

被害にあわないために● 

　万一、被害にあわれたとき
　直ちに警察と振込先の金融機関へご連絡し、振り
込んだ預金口座の利用停止を求めてください。
　被害にあわれ、当行の口座に振り込みをされた方
は下記までお申し出ください。

（受付：月曜日から金曜日　午前9時～午後5時
　　　  ただし、銀行休業日を除きます）

振り込め詐欺救済法による被害金返還請求
などに関するお問合せ先
事務部　TEL  092－751－4470

　〈お客さまに、講じていただくセキュリティ対策〉
①当行が導入しているセキュリティ対策を実施す
る（ワンタイムパスワード等）
②ＯＳやブラウザ等、インストールされているソフ
トを最新の状態に更新する　
③メーカーのサポート期限が経過したソフトの使用
を停止する
④セキュリティ対策ソフトを導入するとともに、最
新の状態へ更新する
⑤パスワード類は厳重に管理し、定期的に変更する

被害にあわないために（お客さまへの注意喚起）● 

　窓口で振込依頼を受付した際などに、お客さまへ
ニセ電話詐欺被害防止のための声掛け、心配りを徹
底しております。また、警察と連携した取組みとして、
高額の現金を持ち帰られるお客さまに対しては、ア
ンケートを用いて聞き取りを行うなど、被害発生防
止に努めております。

被害防止のための声掛け、心配り● 
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福岡市博多区那珂一丁目22－3
福岡市博多区竹丘町二丁目1－5
福岡市東区馬出二丁目22－21
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092－411－7461
092－451－2851
092－581－3731
092－651－6961
092－681－2136
092－821－3061
092－851－4344
092－851－6261
092－861－0211
092－862－3871
092－882－0711
092－541－4534
092－541－6365
092－512－8911
092－565－7398
092－937－1211
092－324－4371
092－922－6731
0940－33－3321
092－572－1321
092－581－6051
092－925－9771
093－561－4985
093－321－3861
093－871－4524
093－761－4723
093－631－4538
0930－23－2381
0948－22－2380
0949－22－2110
0947－42－3111
0942－33－7391
0942－43－1091
0944－52－4246
0944－87－3200
0943－23－2181
0946－22－3900

店舗外自動サービスコーナー

（平成30年12月1日現在）

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

001
002
031
004
026
042
006
005
027
003
039
032
030
033
036
016
028
037
038
046
045
029
034
035
040
041
007
008
009
011
025
017
013
014
015
020
043
021
022
023
024

＜福岡市中央区＞

＜福岡市博多区＞

＜福岡市城南区＞
＜糟屋郡志免町＞
＜糸島市＞

　　●
　　
　　●
　　
　　　
　　●
　　　
　　　

西鉄福岡駅2階コンコース北側
福岡市鮮魚市場会館1階
地下鉄博多駅筑紫口地下1階コンコース
福岡合同庁舎1階
千鳥橋病院
南片江テングッド片江ビル1階
志免町役場
糸島市役所

＜春日市＞
＜筑紫野市＞
＜行橋市＞
＜田川市＞

＜直方市＞
＜朝倉市＞

　　　 春日市役所
　　　 筑紫野市役所
　　　 行橋市役所
　　　 田川市役所
　　　 田川市立病院
　　　 直方市役所
　　　 朝倉市役所

●

● 休日稼働コーナー  8：00～21：00（南片江テングッド片江ビル1階は9：00～17：00、田川市立病院は土曜日のみ稼働9：00～18：00です。）

店 舗 ・ A T M の ご 案 内

店　舗
コード 店　　舗　　名 郵便番号 住　　　　　所 電　話　番　号

ATM稼働状況
平　　日 休日稼働

店舗一覧 ● 休日稼働時間は土曜日、日曜日、祝日の8：00～20：00です。【金融機関コード　0582】

8：00～21：00
9：00～18：00
8：00～20：00
8：00～21：00
8：00～21：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～21：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
9：00～18：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
8：00～20：00
9：00～18：00
8：00～20：00
9：00～18：00
8：00～20：00
8：00～20：00
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